
加古川地方の池沼植物について ( 1  )  
渇水期における帯状分について

杉田降三・西川正実

緒 言 畑口刷H真理也さんiにこi泌米く感謝の意を炎する O

加
地方の平里野fのほとんとは台J地也の上に発達してLレ、る ζ その i  調査の対象となつた池は次の1ロ2であるι

ため全国でも有数の淵池の多レ地方となり、 5万分の 1 I  各池の位置はその番号で図に示されてし、る O

の地図上じ点在する池の数を加| 市川市・稲美II/H-=-つレて I  1  加古IiIj稲美町野付 新池(f ! l j・南・東|十j7)、民防，束
のみ数えてみても約 300 に及ぶr 池の大きさは様々であ |  北斜1111で調交)
るか、台地の併の11 ' ，日をせき止めて造ったものと、平地 I  2. Jム待池( 西北・出・東南が堤防
の四方に堤を築して造ったものとに分けるニとができ、 東北斜面で調査)
liij者の多くは池氏はV 字型で池の府間は急傾lliiであり、 I  3  加1 7 トウ園池 uヒ・ I)L j ・出が反防
後者の多くは池氏はU 字型であり、保より水辺tふれ間 |  東は道路、向斜面で" 附)

、るのよ I  4  itI¥稲美町国lif;j 人池( 北I)L1 ・| 刷ぬ防、東南斜
うなU 辛抱の池氏の斜面にはN iJ縁部から' - j '心部ιむかつ IIiiで調査)
て多くの池凶作i物泊当時状分イjiをな Lて生育してL ゐ 昭 I  5  !)II，l，}11市平岡IIIJ 北町新川 花園池 (1)41)-J iJ提l丸山
手1J37年は刷局が少なく、池の水も似品に減少してL て調 封斜| 師、東南斜面で調査)
的手好都合であったので筆者等は 4 れらの湘池吋イjiす !  6  IJI1 t J ' 川市平岡町士山 川池( 凶が刷、泉市斜| 古iぐ
る純物の状態を明らかじするため杉ulは加占川市と揺磨 !  調査)
町内の池を、 1!i3リ 11は稲美IIfJ内の池を40カ所tこつL、て調査 I  7  加古郡稲美IIIJ 加| 古六軒屋 イ[ J 池( 周聞大体が従防、
したハ今回は当該地の典型的な12の池の謝: 街結果に某ず |  西側斜面で調査)
き帯状分布につL て報告するの 8  加占川市平| 叩IJ 県立農l角川JlI川池( 北・州、胤防
なお、本稿を草するじ当り懇切な払.11指導を賜わった判11 I  北側斜面℃調f t )

戸大学中凶哲博士並ひt二資料の整理に比} ) : J )をし、たたL た I  9  / 池( 州

--2以ー

斜ItUで調査)
10. J)II古都稲美川野寺辰己池 (l'iJ上)
11 加古都稲美IIIJ町寺野池 (I)Lj .北
242防、 南斜|自lで洲町脊)

12 加古郡稲美IIIJ!j!J寺町'谷名将ィ、IJJJ (1叫|
・南・北カ従防、東北の斜Ilriで調査)
調査方法
上心各池の斜面li-=-，、ドコて刷物が段も典

型! 的に帯状分一命を示 L て，. ると忠、われる

L  、地+甘をA 、周縁部のj;!まIiJjf-=-:i!h 、と正二ろ
をD 、その中間を B ' C と昔15合 4地借ι
区分した。各地帯の幅はその池の植物の
分布状態を考慮 L て適当I 決定 L た 各
地帯に 1 mの方形わくをおき、そこに出
珂」すろ1刷物の種類宅r記録すると共にそれ
ぞれの被lえと li'i'l支を判記 LiにU さらi二せ
} の土壊の断II'lIi-=-っし、て各層の! 与さ、色



などを野帳に芯録したc このようにして得た資料じ基ず
き各柄物の上芯 4つの地借における相対頻度・相対群度

たη 相九jJJ;jt皮とは各地帯ごとのIHJJt!)i['i.度の技大のものを
100 として求めたものであり、相対鮮度・相対担! ( 度も谷
J也併での平均群皮・平均被度の絞大のものを 100 として
:11算したものである l 州事l頻度・相対群! 夏・朴| 対被皮の
合言| である相対俊市度は各地併における各柏物の優劣の
度合を示す数値と考えられ、その最I';o;'Jは300となる。
調査結果と考察
N o . 2 とN o . 8 のj血の池氏は平. w . で、土擦が砂質か、

燃を含む砂質で、他の池で広くみられた腐楠性の泥土を
欠L、でし、るコそこにはオナモミが優占しており池沼他物
群落遷移の初期の状態のよう i 忠われるので、ミ 4 では
: ヨ該地方に広く一般にみられる池底上の分布状態につL、
て論ずる二とじする O

相対優占度表

一一ー一一一一一一 地 帯 !  • I  I  I  
種名下一一一一I A  I  B  I  C  I  D  
カρカアタ 137 36 O  O  
じメホヌノレイ 241 156 156 O  
クロクソイ 300 300 157 71 
トキンソウ 158 222 151 54 
アレチノギク( 芽生) 110 163 103 14 
ウキシノ、 102 253 96 53 
ノテンツキ 101 208 300 214 
テンアキ 18 30 20 33 
ヒメテンアキ 57 120 54 18 
7 )1 ノ、 i、y ラ 117 246 286 103 
キクモ 145 174 177 O  
アゼム j μ 56 59 245 78 
7 カヌマソ〉 56 64 204 33 
オナモ i 25 42 89 18 
アメリカセンタンクサ 18 42 56 37 
チコザサ O  17 117 300 
ヌ.( 1ラノオー o  1  17 74 226 
/キメヒン〆ノ、 35 i  36 48 18 
イヌノヒケ 13 17 75 14 
ヌメリクサ O  24 56 27 
ホシクサ 13 6;:; 48 O  
アシカキ 20 80 20 O  
ブスナ( 芽生) 18 24 4l O  
ヤノ干、 y サ 。O  27 121 
G  '7キギク O  O  41 61 
ミミカキクサ 18 42 20 。
ノチトメ り 11 20 50 
ウキコケ 。O  
アゼスゲ o  I  11 20 84 
イスヒエ 13 I  17 67 () 
プトラノュi 17 74 103 

ス7、メノヒェ O  O  13 68 
t'オイヌ ;;5 U  り 48 I  37 
L ラサキサ 1ヤコケ (J O  49 I  0  
ヒメオトギリ O  11 27 I  1R 

各植物の各地帯における相対優占度は別表に示す通り
であるο

各種の相対俊占度の! l i JJきをみてみると、 A におし、て故
大を示し B ・C にし、くにつれて減少してL 、くもの、 13"(
1 & 大を示すもの、じで最大を示すもの‘ A . Bでは 0"(
あるがC ' Dになるいつれて仙iの増大するものの 4 つの
タイプがある 4 とカもわカ泊る、すなわち
(1) 池の中心部に主として分布してし、るものf-::'はクロ
グワイ・ヒメホタノレイ・カカフタ・ウキコケがある。
(2) 13 : 1 也慌に本拠をおくものにはトキンソウ・ウキシ
・アレチノギク( 芽生) ・ヒメテンアキ・ホシクサ

・アシカキ・ 1 ミカキグサ・テンツキカ‘ある
(3) C 地拾に本拠をおくものとしてはノテンアキ・フ
タハムグラ・アカヌマソウ・アゼムシロ・キクモ・オ
ナモミ・イヌノヒゲ・ヌメリグサ・ムラサキサギ J ケ
をあげるιとができる。
(4) D 地帯に本拠をおくものにはチコサエサ・ヌマトラ
ノオ・ミストラノオ・ヤノネグサ・アゼスゲ・，十、ウキ
ギク・ススメノヒエ・ノチトメがあり、チコザサが故
後占種である。
上ιiliべた各分イIj型の代表的な種の出現状態を示した

第 I 凶に示した池の中心部μ主t二分布する種類ではク
ロJ ワイを除いて池の尉縁白，1 ; 、すなわち拠防: i l i くには生
存してし、なレ。- : : . れと全く対象的な分布を示すものじは
第 4 凶に示したチコザサ・ヌマトラノオ・ミストラノオ
・ヤノネクサ等点、ある Hリ者の各植物はその構造や生態
から考えてJ典型的な池沼植物とし、えるものである、 しか
し後者の他物はむしろ広く路傍や空地のややしebつはL、
所じよくよ，! .うける、 L 、わゆる維草で、池Js;とL 、う環境f-::'
特共的に出現する値物ではなし、。また 1 3 . Cの地佑d二本
拠をおく額獲iの'.I'f-::'もB 地帯で相当の俊占度合示す組
怒したとえばトキンソウ・アレチノギク・オナモミ・ノ
テンツキ・プタノ、ムクラ・ヌメリクサ等は他所でもよく
J i うける維草である。したカって、本調査区域のぬ水剃
の池底tこ発達する群落には周辺部tこ生育してしる種子の
散布力、発芽力の強L、雑草がカなり入り ιんでし、ると L、
ってよ L
粘土性の土左翼層の厚レ、 しカゐもたえずじめじめたし渇水
期ιも干上ることのなL 、ような地帝i のみ発達し" ( L  、
る。そしてミの中心部と堤防との中間地殻μは、むしら
湿地性の雑草群落で占められてし、るとし、ってよし、乙した
カって、 '1.'1百j地帯の植物は満水時には他の岸辺におL 上
げられており. わずカの渇水期の間だけ池底斜面上にそ
の領域を拡げてL、るものであろう
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図 1 A 地帯に本拠をおく
もののH1現状態
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④クロクワイ ⑧ヒメホタルイ ⑧方カブタ
④ウキコケ

凶 2 BJ也i滑に本拠をおく
ものの11:現状態
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図 3 C 地帯に本拠をおく
ものの出現状態
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地借→
④ノテンアキ ②フタノ、ム Y ラ ③アカヌマソウ
④アセムシロ ⑥キクモ ⑥オナモミ
⑦イヌノヒゲ ⑧ヌメリグサ ⑨ムラサキサギ
コケ

|珂14 D . t也借じみ;拠をおく

ヨ00・ ものの11 ¥現状態
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地帝→
④チゴザサ ②ヌマトラノオ ③ i ストラノオ
④ヤノ不グサ ( 与アゼスゲ ⑥ホ 7 キギ 7
⑦ススメノヒエ ⑧ノチトメ
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